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第Ⅳ期短期行動計画（平成 30 年～34 年度）と平成 30 年度 実施事業一覧 
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第Ⅳ期短期行動計画 平成 30 年度事業報告 

項目 
第Ⅳ期

課題 
行動計画 実施項目 主担当 

記載

者 
事業名 

連携

先 
頁 

１ 

1 

  
  

協

働の

体制

づ く

り 

綾の照

葉樹林

プ ロ ジ

ェ ク ト

の推進

のため

の基盤

整備 

１ 協定書を見直

し第Ⅴ期行動計

画を作成する 

① 協定書を延長するとともに必要に応じ

て内容の見直しを検討 
連携     

② 第Ⅴ期短期行動計画の策定 連携     

２ 中長期目標と

目標設定の見直

し 

① 目標を再確認し必要に応じて見直しを

検討する 
連携     

３ 運営体制の見

直し 

① 運営体制を再検証し再構築する 連携 T 
綾プロ運営体制の見直し 

（連携） 
全 6 

② 専従職員を配置し事務局業務を行う Ｔ T ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事務局運営事業 全 7 

２ 

  

  

照

葉樹

林の

保護 

  

保護

林の計

画 的 ・

順応的

保全管

理を実

施 

１ 保全管理計画

を策定する 
①  保全管理計画を策定する。 国 国 

横断的な保全管理計画を策

定(連携) 
全 8 

２ 保全管理計画

に基づき適切な

保全管理を行う 

① 巡視体制の構築 全     

② 管理施設（案内板・標識等）の整備 全     

３ 

照葉

樹林

の復

元 

照葉樹

林への

復元を

推進す

る 

１ シカ被害対策

を含む効果的･効

率的な復元手法

を確立する 

① 復元手法を再検討する場を設ける。 連携 国 復元手法の検討（連携） 全 9 

② シカ被害対策も含めた復元に向けた

基本方針を策定し、施行する 
全     

２ 計画的な施業

を実施する 

① 計画的な間伐の実施（国有林、県有

林、町有林） 

国・県・

町 

国 

県 

人工林から照葉樹林への復

元事業 
 

10 

11 

② 復元見本林の整備 連携     

③ 有害鳥獣捕獲の実施 国 国 有害鳥獣捕獲  12 

３ 復元効果を評

価する調査研究

を推進する 

① 間伐後の復元状況を評価調査実施

（国有林、県有林、町有林） 

国・県・

町・NJ 
    

② データの収集、解析、復元方法への

フィードバック方法の確立 

国・県・

町・NJ 
国 

照葉樹林復元の動態モニタ

リング等 
 13 

４  市民のプロジ

ェクトへの参加を

推進する 

① 市民参加型の復元作業の実施 国・T 国 
照葉樹林復元ボランティア

間伐作業の実施 
 T 14 

4 

  

  
  

照葉

樹林

の調

査研

究 

  
  

  
  
  

  

照葉樹

林を適

切に保

全管理

するた

めの調

査研究

を推進

し 、 反

映する 

  

１ 協働した調査・

研究の体制を構

築する 

① 調査研究ワーキンググループの設置

を含めた調査・研究体制を検討する場を

設ける 

連携     

② 他のワーキンググループや調査研究

機関との連携体制の整備 
国・町     

２  調査・研究の

ための基本方針

（構想）を策定し、

計画的に調査を

実施する 

① 調査・研究の基本方針（構想）を策定 
国・県・

町・NJ 
    

② 基本方針に基づき毎年度計画的な調

査の実施 

国・県・

町 
    

３ モニタリング調

査の実施 

① 保護林・緑の回廊に関する調査 国     

② ナラ枯れに関する調査 
国・県・

町 
    

４  調査・研究成

果の共有化及び

データーベースを

構築する 

① GIS を活用した林小班ごとの復元に

必要な情報の整備 
国・NJ     

② 調査・研究成果の共有化・データベー

ス化 
国・NJ     

５ 市民のﾌﾟﾛｼﾞｪｸ

ﾄへの参加を推進

する 

①市民参加型の調査研究の実施 
町・NJ・

T 
NJ 

市民参加による自然林の復

元調査及び自然林の調査 

国・

県・

町・T 

15 

 



重点目標：新たな復元手法を検討し、施行する。 
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第Ⅳ期短期行動計画 平成 30 年度事業報告 

項目 
第Ⅳ期

課題 
行動計画 実施項目 主担当 

記載

者 
事業名 

連携

先 
頁 

5 

  

  

  

  

照

葉

樹

林を

通し

た環

境

教

育 

  

  

  

  

  

  

  

環境教

育を推

進する 

  

  

  

 
① 基本計画を策定する 連携  国 

環境教育のための行動計画

を策定（連携） 
全 17 

１ 基本計画を策

定する 

② 環境教育エリア内の必要な整備計画

を策定 
国     

  
③ 環境教育プログラムを検討し、試行

的に実施 
連携 Ｔ 

照葉樹林に親しむイベント

の開催（連携） 
全 

18 

２ 大吊橋周辺、

川中自然公園、

大口遊歩道等の

活用方法を検討

する 

① 環境教育に関する活用方法の検討 Ｔ Ｔ ヤマビル生息調査   19 

② 必要なルート整備を実施 
県・町・

T 

県 路網整備  11 

T 遊歩道整備ボランティア作業 県 20 

③ 崩壊した九州自然歩道について新た

なルートや歩道復旧を検討する。 
県 県 

自然環境整備交付金 

（国定公園等整備事業） 
 21 

３ ガイドボランテ

ィアを養成し、市

民の理解を深め

る 

① ガイドボランティア事業の実施・養成 Ｔ T 
環境学習事業・照葉樹林ガイ

ドボランティア事業の実施 
町 22 

② ガイドを通して市民に綾プロを理解し

てもらうためのプログラム作り 
Ｔ     

③ 森林セラピーとの連携体制の検討 町・Ｔ     

6 

ﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸ

ﾄの

情

報

発

信 

情報発

信及び

支援の

輪の拡

大 

  
① サポーターの募集を行い、会員を増

やす 
全 T 会員情報 全 23 

１．市民や企業な

ど広く一般にプロ

ジェクトの内容を

知ってもらい、参

画や会員の拡大

を図る 

② パンフレット、リーフレットの作成及び

配布 
全     

③ ニュースレター、報告書の作成及び

配布 
全 T 普及啓発事業  24 

④ HP の作成及び更新 全 
国 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による情報発信  25 

T 普及啓発事業  24 

⑤ フｫーラムの実施 Ｔ     

⑥ 事業説明会の実施 連携 国 事業説明会の開催（連携） 全 26 

7 

照

葉

樹

林と

共

生し

た地

域

づく

り 

自然と

共生し

た地域

づくり

への貢

献を推

進する 

１ 市民との協働

で実施する運営

体制を構築し、市

民が 

  積極的に綾プ

ロに参画できるよ

うにする 

① 地域づくりワーキングの設置及び運

営 
町・Ｔ T 

地域づくりワーキングの設

置と運営・事業補助 
町 27 

② てるはの森の驛の活用方法を検討

し、それに応じて必要な整備 
町・Ｔ T 照葉大吊橋 森の驛運営事業 町 28 

③ふれあい調査の実施 NJ・T     

２ 綾町の他の事

業との連携のあり

方を検討し、実行

計画を策定する 

① 照葉樹林都市・綾の森林ビジョン策

定 
町 町 綾町森林ビジョン策定 

国・

県 
29 

３ 綾プロと綾ユ

ネスコエコパーク

の連携を推進す

る 

① ユネスコエコパークを推進する計画を

策定し、実践する 

国・県・

町 

国 綾町森林・林業検討会の開催 県・町 30 

   
町 ユネスコエコパークとの連携 全 31 

   
NJ 

綾町ﾕﾈｽｺｴｺﾊﾟｰｸ関連の会議出

席。実施計画策定支援 
町 32 

8 

生

物

多

様

性

の

保

全

管

理 

生物多

様性の

保全管

理を推

進する 

１ 持続的林業経

営の推進 

① 持続的な林業経営を行うエリアにお

ける施業の実施 
国・県 

国 
持続的林業経営エリアにお

ける森林整備 
 33 

県 県営林造成事業  11 

２ 生物多様性地

域戦略を推進す

る 

  

① 綾町の里山周辺の植生調査 町・NJ     

② 生物多様性地域戦略の実施 全 町 
綾生物多様性地域戦略 実践

支援事業 
NJ 34 

国は九州森林管理局・宮崎森林管理署、県は宮崎県、町は綾町、NJ は日本自然保護協会、T はてるはの森の会の略、全は連携会議各機関 



1項目：協働の体制づくり 
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事業名 （連携）綾プロ運営体制の見直し 実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画

-実施項目 
１－３－① 連携先 連携会議各機関 

事業概要 

（目的） 

事務局体制や各種ワーキング、研究体制を含めて、綾プロの全体的な運営体制

について現状に即した在り方を検討する 

  
 平成 30 年度は 2 回の検討会を行った。 
 
○平成 30 年 11 月 9 日 第１回検討会  
 第Ⅳ期短期行動計画の中で、事務局体制・各種ワーキング・研究体制・協働関係・綾プロ目標な

ど全体的な綾プロ運営体制について話し合いを進め、第 5 期を迎えることを目指す。そのために平

成 30 年度はまず事務局体制について話し合っていくことを共有した。 
 これまでの事務局運営費の話し合いの経緯や連携会議会則について確認。 
 平成 29 年度の綾プロ負担金決算報告 
 予め各者より提出してもらった「綾プロ運営の在り方についての課題」をもとに、事務局体制の

選択肢をメリット・デメリット含めて検討した 
 
○平成 31 年 1 月 22 日 第 2 回検討会 
 事務局体制を整えるまでのスケジュールを確認 
 調整会議や連携会議の開催時期や回数を確認 
 2019 年度から連携事業に重点を置く方向を確認 
 事務局運営の仕組みについて、連携会議から事務局てるはの森の会へ業務委託する方法について

意見交換 
 

各機関担当者の数  

九州森林管理局 3 

宮崎森林管理署 2 

綾森林事務所 1 

宮崎県 2 

綾町 2 

日本自然保護協会 1 

てるはの森の会 4 

学識経験者 1 
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事業名 プロジェクト事務局運営事業(継続) 実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画

-実施項目 
１－３－② 連携先 連携会議各機関 

事業概要 

（目的） 

関係機関との調整、問合せ対応、事業の企画運営などを行なう。 

年 2回開催の連携会議、8回開催の連絡調整会議の連絡調整、資料作成等の準

備を行う。 

  

各機関担当者の数  

※連携会議名簿による 

九州森林管理局 3 

宮崎森林管理署 2 

宮崎県 3 

綾町 3 

日本自然保護協会 2 

てるはの森の会 5 

学識経験者 1 

○連携会議 

回数 日時 主な議題 

28 8月 1日 平成 29年度の事業報告、平成 30年度の事業計画 

綾プロ管理計画書、綾プロ森林環境教育基本計画について 

29 2月 20日 平成 30年度の事業取組状況、 

綾プロ管理計画書、綾プロ森林環境教育基本計画について 

平成 31年度事業計画について 

 
 
 
 
 
 
 

・連携会議の議事録は九州森林管理局 

 
 
 
○連絡調整会議（6月より隔月開催を試行） 

回数 日時 主な議題 

1 4月 25日 
綾・照葉樹林ロングウォーキングについて 

予定の確認（調整会議当番、Ｈ30年度事業計画、重点目標） 

2 5月 25日 

川中トレッキングについて 

綾プロ保全管理計画、環境教育管理計画について 

平成３０年度事業計画と重点目標 

3 6月 20日 
綾プロ保全管理計画、環境教育管理計画について 

第 28回綾プロ連携会議について 

4 8月 1日 
第 28回綾プロ連携会議について 

綾プロ保全管理計画、環境教育管理計画について 

5 9月 18日 復元状況の視察（国有林 2045林班） 

6 11月 9日 
綾プロ事業報告 

今後の予定（連携会議、間伐ボランティア） 

7 1月 22日 
綾プロ事業報告 

間伐スケジュール 

8 2月 20日 
第 29回連携会議について 

間伐ボランティアスケジュールの確認、 

 
 

各機関担当者の数  

九州森林管理局 3 

宮崎森林管理署 2 

綾森林事務所 1 

宮崎県 2 

綾町 4 

日本自然保護協会 1 

てるはの森の会(事務局) 3 

学識経験者 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※平成 28 年度より調整会議の司会と議事録を

5 者の輪番制でおこなうことになった。以下、

方針の抜粋。 

 ・レジメの作成・印刷は、事務局（てるは） 

・議事録当番は議事録を 5者に回す 

（日本自然保護協会は司会だけの分担） 
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事業名 （連携） 

横断的な保全管理計画を策定（継続） 
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
２－１－① 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的）  綾の照葉樹林プロジェクトエリア全域の保全管理計画の策定 

 
平成27年度に、国有林エリアにおける「管理計画書（案）」を作成し、平成28年度から綾プロ

全体（町有林・県有林・国有林）での保全管理計画書を策定するための調整を進め、平成30年

度第2回の連携会議で承認を受け、平成31年4月1日～令和5年3月31日の期間で保全管理計画書を

策定した。 
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事業名 （連携） 

復元手法の検討（新規） 
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
３－１－① 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 
 復元手法検討会を立ち上げ、照葉樹林復元に向けた手法等の検討を行う。  

 
 平成30年度は、2回の検討会を行った、その主な内容は下記のとおり。 

 

 平成30年11月9日 第1回検討会開催 

・会の名称を「復元手法検討会」とし、「照葉樹林の復元作業における手法の検討及び検証」

を行うことを目的とすることを決定。 

 ・9月に行われた、大澤先生による現地視察の結果報告があり、現状では照葉樹林の復元が進

んでいないことは認識していただいた。今後については、人工的な手法により復元につなげ

ていくというよりは、同時並行でもう少し調査をして、きちんとした根拠や樹種毎の特徴も

踏まえて整理が必要では、との意見を頂いた。 

 ・大澤先生の意見を受けて、検討会では「ゾーニングを行い、垂直分布が確保できる箇所で

は自然に委ねる手法をとり、それ以外の箇所で人工的な手法を試みる所を設定してはどうか」

等の意見があり、今後人工的な手法（播種、植栽など）をとりながら復元を進める方法を含

めて検討することを確認した。 

 

 平成31年1月22日 第2回検討会開催 

 ・人工的な手法を用いる箇所の設定について検討を行い、「アクセスの良さから川中神社の所

に、播種や植栽を行う試験地を設定してはどうか」「その際シカ柵の設置も行い、シカの影響

も含め検証できるようにしてはどうか」「苗木の生産にも着手するべきでは」などの意見が出

され、今後、試験地設定の方法等について検討していくことを確認した。 

 

 

各機関の担当者数 
九州森林管理局 3 
宮崎森林管理署 3 
宮崎県 2 
綾町 2 
日本自然保護協会 1 
てるはの森の会 4 
学識経験者 1 
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事業名 人工林から照葉樹林への復元事業 

（継続） 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
３－２－① 連携先  

 

事業概要 

（目的） 
綾の照葉樹林プロジェクト復元エリア、保護林エリア、環境教育エリアの国有林

内において、人工林を照葉樹林に復元するための間伐作業を実施した。 

 
綾の照葉樹林プロジェクト復元エリア等の作業内容 
 
○ エリア②、⑤、⑧、⑨ 

  復元エリア、保護林エリア、環境教育エリアのスギ・ヒノキ人工林を抜き切りし、 
かつての照葉樹林へ復元する作業を実施。 

 
 

間伐面積：１７９．２１ha（２１２１ろ１外２８） 
 
 
 

 
 

間伐状況（柚園国有林２１３５林班） 
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事業名 人工林から照葉樹林への復元事業（継続） 
県有林造成事業 実施主体 宮崎県 

項目-行動計画- 
実施項目 

３－２－① 

５－２－② 
８－１－① 

連携先  

 

事業概要 
（目的） 

 針・広混交林化を進めるエリア等において、スギ人工林の間伐を実施す

る。また、森林環境教育・保健休養的利用を図るとともに、人工林の針・広

混交林化を進めるエリアにおいて、獣害防除を実施する。 

※短期行動計画の内容に重複する部分があることから、２項目の事業報告をまとめて行う。 
 

１ 間伐（列状間伐）及び路網整備３－２－①、５－２－② 
 
 針・広混交林化を進めるエリア（２８林班）において、１０．６４ｈａの間伐及び１５０ｍの路

網整備を実施予定であったが、入札不落により、実施できなかった。 
 令和元年度に、早期発注するなど、再度、間伐及び路網整備を実施する予定。 
 
 
２ 獣害防除（忌避剤散布）８－１－① 
 

(１)  場 所  ２５世紀の森（カヤとスギの複層林） 
 

(２)  面 積  ３．２３ｈａ 
 

(３)  時 期  １２月～３月 
 

   
 忌避剤散布             カヤ植生状況 
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事業名 綾プロエリア等における有害鳥獣捕獲 

（継続） 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
３－２－③ 連携先  

 

事業概要 

（目的） 
綾南林道及び大森岳林道沿いにおいて、森林生態系等に係る鳥獣被害防止を

目的に森林保全再生整備事業として鳥獣の誘引捕獲事業を実施した。 

 

森林保全再生整備に係る鳥獣の誘引捕獲事業の作業内容 
 
綾南林道及び大森岳林道沿いにおいて、くくり罠を適宜設置し、一時的な餌付けによりニホンジ

カを誘引し捕獲する作業を繰り返し実施した。 
 
捕獲頭数：１７０頭 
 
 

誘引捕獲実施状況（柚園国有林２１１０林班） 
 



3項目：照葉樹林の復元 

13 

 

事業名 照葉樹林復元の動態モニタリング等 
（継続） 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
３－３－② 連携先  

 

事業概要 

（目的） 
人工林からの復元エリア内において、動態モニタリングを行い、今後の効率的・

効果的な復元に向けた施業方法の確立を図る。 

 
【業務名】 

 平成30年度照葉樹林復元の動態モニタリング及び復元方法の検討に関する業務 

 

【目的】 

 綾プロジェクトエリア（№3･5･6）内に設定した、各調査プロットの動態モニタリングを継続

して実施するとともに、同エリアにおける照葉樹林への効率的・効果的な復元に向けた具体的

な施業方法を確立することを目的とする。 

 

【調査内容】 

 平成30年度は、20箇所のプロットにおいて調査を行った。 

 １ 照葉樹林復元の動態モニタリング調査 

   16箇所の標準地プロットでは、過去の調査履歴を整理したうえで調査項目を選定、4箇所

の間伐試行伐採プロットにおいては、これまでと同様の継続モニタリングを実施する。 

   また、過去にシカ柵が設置された4箇所においてもその後の影響調査を実施する。 

 ２ 既存調査報告における検討事項の整理 

   平成26年度から平成28年度にかけて、間伐試行伐採モニタリングや動態モニタリングに

加えて、復元を加速させるための様々な検討が行われているため、具体的な施業方法を確

立するうえでその内容を整理する。 

 ３ 復元エリアにおける復元実施（間伐実施）状況の整理 

平成26年度に設定された、優先度区分進捗状況を把握

するために、復元エリアにおける平成28年度及び平成29

年度の復元作業状況を整理する。 

 ４ 人工林から照葉樹林への効果的・効率的な復元に向け

た具体的な施業方法の確立 

   これまでの議論内容及び今年度の調査結果を分析した

うえで、既往文献等を参照しながら具体的な施業方法の

取りまとめを行う。 

 

【調査結果の取りまとめ】 

上記の調査結果については、専門家による検討委員会を

設置し意見等の聴取を行い、内容を取りまとめ報告書を作

成した。この調査結果については、綾プロにおける今後の

復元手法の検討に活用することとしている。 
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事業名 照葉樹林復元ボランティア間伐作業の実施 
（継続）  実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
３－４－① 連携先 てるはの森の会 

 

事業概要 

（目的） 
柚園国有林において、照葉樹林復元のための間伐作業を実施 

 
 平成 17 年の協定締結以来、一般企業、学生、NPO、綾町民、一般市民等様々なボラ

ンティアが参加し、照葉樹林への復元を図るための各種作業を実施している。 

平成 30 年度は、11 月に実施予定の作業が、県道・林道の災害復旧見込みがたたず

中止となったため、2 月に実施したボランティア間伐作業の 1 回のみとなった。 

作業は、綾プロエリア内の宮崎署管内柚園国有林 2049わ 1林小班において実施。当日は、大

和ハウス工業株式会社社員及び一般参加者のボランティア25人に綾プロスタッフを加えた総勢

45 人が作業を実施した。 

現地では、宮崎署職員から伐倒前の周囲確認 

や退避行動など、安全作業についての指導が行 

われた後、各班毎に間伐作業を実施し、参加者 

は伐倒や伐倒木の玉切り、枝払いに汗を流した。 

 

スタッフ数 2月間伐 

九州森林管理局 3 

宮崎森林管理署 8 

綾町 5 

日本自然保護協会 2 

てるはの森の会 2 
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事業名 
市民参加による自然林の復元調査 

及び自然林の調査 

（継続） 
実施主体 ＮＡＣＳ－Ｊ 

項目-行動計画- 

実施項目 
４－５－① 連携先 

綾町、てるはの森の

会、九州森林管理

局、宮崎県 
 

事業概要 

（目的） 

 綾プロエリア内の間伐事業実施後の林床植生の組成や構造を明らかにすること

（国有林、県有林）、参加した市民に復元の状態を知ってもらいプロジェクトに関心

を持ってもらうことを目的する。 

国有林における市民参加の林床植生調査の実施 

調査地は、川中神社への参道沿いで後藤家住居跡に隣接した国有林（2094よ林小班）である。2011

年 11月と 2012年 2月にボランティアによる間伐作業が行われた。また、同時に伐採後の復元の際

のニホンジカによる採食の影響を明らかにするために防鹿柵を設置した（10m×40m）。2094よ林小

班は 29年生のスギ人工林であり、立地もよく樹高 20m、最大直径が 130cmに達する個体もあった。

調査は、2011年 11月 24日（P1：9回柵外）と 2012年 2月 24日（P2：12回柵内）2月 27日（P3：

13回柵内）に、防鹿柵内に 2箇所、柵外に 1箇所調査プロットを設置した。また、2019年１月 23

日にそれぞれのプロットの再調査を実施するとともに、自然林と隣接する箇所に柵外のプロットを

設置した（P4: 23回柵外）。調査項目は、調査プロット内の高さが 1.3m未満の個体について種名、

高さ、被度（％）を測定した。調査は 4つのメッシュごとに行った。木本実生については個体ごと

に高さを測定した。合わせて樹冠投影図を作成した。 

P2では常緑高木種は、20個体から 103個体、常緑低木種は 55個体から 59個体に増加していたが、

ツル植物は 41個体から 19 個体、草本植物は 20個体から 17個体に減少しており、総個体数の増加

には、常緑高木種の増加が寄与していた。種数は、常緑高木種と常緑低木種および個体数が減少し

ていたツル植物、草本植物ともに増加していた。 

 

 
写真１  2019年 1月 23日に実施された林床（P2） 

 

 

 



4項目：照葉樹林の調査研究 

16 

 

 

 

 

表１ P2（防鹿柵内）の林床（H<1.3m）の群落組成 
不嗜好性

(服部ら2010) 2012年 2019年 2012年 2019年 2012年 2019年 2012年 2019年 2012年 2019年 2012年 2019年
イヌガヤ - 1 1 + + 32.0 55.0 32.0 55.0 32.0 55.0
モミ 1 1 + + 42.0 43.0 42.0 43.0 42.0 43.0
合計 2 2 42.0 55.0 37.0 49.0 32.0 43.0 2 2
バリバリノキ ＋ 16 16 + 5 80.0 136.0 30.4 67.1 8.0 17.0
ヤブツバキ 3 2 + 1 48.0 50.0 36.3 42.5 30.0 35.0
イチイガシ - 1 18 + 2 37.0 30.0 37.0 16.8 37.0 5.0
コジイ - 50 3 34.0 14.3 5.0
タブノキ - 7 + 21.0 14.4 9.0
シロダモ 3 + 50.0 23.0 8.0
アラカシ - 2 + 22.0 16.0 10.0
シラカシ 2 + 36.0 23.5 11.0
ヤブニッケイ - 2 + 14.0 12.0 10.0
シリブカガシ - 1 + 17.0 17.0 17.0
合計 20 103 80.0 136.0 34.6 24.7 8.0 5.0 3 10
ヒサカキ - 38 32 + 3 74.0 75.0 29.1 34.7 3.0 4.0
サカキ - 8 7 + 2 50.0 130.0 23.4 62.3 14.0 12.0
チャノキ 4 5 + + 7.0 29.0 7.0 15.6 7.0 7.0
クロキ 2 1 + + 92.0 65.0 52.5 65.0 13.0 65.0
ヒメユズリハ - 1 7 + 2 9.0 106.0 9.0 58.0 9.0 13.0
マンリョウ ＋ 1 1 + + 15.0 19.0 15.0 19.0 15.0 19.0
リンボク 1 1 + + 10.0 34.0 10.0 34.0 10.0 34.0
ネズミモチ 2 + 44.0 35.5 27.0
ユズリハ 2 + 33.0 27.5 22.0
ヤマビワ - 1 + 12.0 12.0 12.0
合計 55 59 92.0 130.0 20.9 36.4 3.0 4.0 7 10
アオダモ 1 + 7.0 7.0 7.0
エゴノキ 1 + 23.0 23.0 23.0
ゴンズイ 1 + 80.0 80.0 80.0
合計 1 2 7.0 80.0 7.0 51.5 7.0 23.0 1 2
マルバウツギ 1 + 17.0 17.0 17.0
合計 0 1 17.0 17.0 17.0 0 1
テイカカズラ - 40 4 3 9.0 22.0 5.2 12.0 3.0 5.0
ビナンカズラ 1 5 + + 8.0 23.0 8.0 16.2 8.0 9.0
コバノボタンヅル 4 + 16.0 9.0 4.0
キダチニンドウ 1 + 27.0 27.0 27.0
キヅタ 1 + 3.0 3.0 3.0
サルトリイバラ 1 + 15.0 15.0 15.0
ツルコウジ - 1 + 4.0 4.0 4.0
フウトウカズラ - 1 + 5.0 5.0 5.0
ヘクソカズラ 1 + 7.0 7.0 7.0
合計 41 19 9.0 27.0 6.6 10.9 3.0 3.0 2 9
タチツボスミレ 10 + 5.0 2.8 2.0
コゴメスゲ 3 3 + + 6.0 9.3 4.3 15.0 3.0 3.0
フデリンドウ 3 + 5.0 3.3 1.0
コクラン - 2 1 + + 9.0 10.0 8.0 10.0 7.0 10.0
コバノタツナミソウ 1 2 + + 3.8 5.0 3.8 5.0 3.8 5.0
ホウロクイチゴ ＋ 1 + 5.0 5.0 5.0
ヒメミヤマスミレ 3 + 3.3 4.0 3.0
サツマシロギク 2 + 7.5 8.0 7.0
オオバチドメ 1 1 5.0 5.0 5.0
サツマイナモリ - 1 + 13.0 13.0 13.0
チヂミザサ 1 + 5.0 5.0 5.0
ヒメハギ 1 + 5.0 5.0 5.0
フユイチゴ - 1 + 5.0 5.0 5.0
ヤブミョウガ 1 + 7.0 7.0 7.0
合計 20 17 9.0 13.0 4.5 7.5 1.0 3.0 6 11
コシダ 4 5 25 30 34.0 35.0 29.0 40.0 24.0 30.0
ホシダ 1 + 9.0 9.0 9.0
合計 4 6 34.0 35.0 29.0 24.5 24.0 9.0 1 2
不明1 1 + 5.0 5.0 5.0
合計 0 1 5.0 5.0 5.0 0 1

総計 143 210 92.0 136.0 19.9 25.2 1.0 3.0 15 38
被度+は<1%を示す。

常緑高
木種

平均高（cm)  最大高(cm) 最低高（cm） 種数
種名生活形

針葉樹

個体数  被度（%)

不明

常緑低
木種

落葉高
木種

落葉低
木種

ツル植
物

草本植
物

シダ植
物

 
 

 

 

 
 

さｈし 
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事業名 （連携） 
環境教育のための行動計画を策定（継続） 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
５－１－① 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 
 環境教育エリアの活用、また、環境教育実践のための基本方針を綾プロ内で決

定する。 

 
平成26年12月に中間取りまとめを行い、その後調整を進め、平成30年度第2回の連携会議で承

認を受け、平成31年4月1日～令和5年3月31日の期間で森林環境教育基本計画を策定した。 

 
 
 
 

 
 
 

 



5項目：照葉樹林を通しての環境教育 

18 
 

 

事業名 照葉樹林に親しむイベントの開催 

（継続） 

実施主体 てるはの森の会 

連携先 連携会議各機関 項目-行動計画-

実施項目 
５－１－③ 

 

事業概要 

（目的） 

 

町民を対象に、照葉樹林に親しむ散策や体験等を企画し、綾プロへの理解を深め

る 

 
○綾・照葉樹林ロングウォーキング 

 
◆事業期間 平成 30 年 5 月 26 日（土）雨天中止 
◆事業内容 川中尾根トレッキング（健脚コース）を一般 13 名で実施予定が雨天となり、岩場の

危険個所を考慮して中止となった。 
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事業名 ヤマビル生息調査（継続） 

 実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画- 

実施項目 
５－２－① 連携先  

 

事業概要 

（目的） 

  

川中周辺での環境教育を進めるために、阻害要因となっているヤマビルを調査し、

その対策を実施する 

 

○綾地域における環境教育推進のためのヤマビル生息調査・被害対策協働プロジェクト 
 
 川中周辺での環境教育を進めるために、阻害要因となっているヤマビル対策を実施するための生 
息数・生息域調査等をおこなった。ヤマビル生息数の現地調査を8回、センサーカメラの媒介動物調

査を延べ7カ所3巡実施した。またヤマビルのDNAを105個体分析し宿主を調査した。綾地域と高原

町では調査地全てで約50％以上の確率で人が媒介動物であった。比較対象の神奈川県丹沢ではニホ

ンジカが50％以上を占めていた。 
市民がヤマビルの理解を深める学習会や注意喚起を促す広報活動を実施。大吊橋遊歩道・大口遊

歩道・川中遊歩道入口にヤマビル注意喚起の看板設置。川中製材所跡地では吸血被害を減らすため

にボランティア22名で落ち葉かきを実施（綾プロ後援）。その他、生態動画やGIFの作成、ホームペ

ージの作成をした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             ヤマビル注意喚起の看板 
 
 
 
 
 
 
 
       献血証明書 
 
 
                        ヤマビル生態動画 
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事業名 遊歩道整備ボランティア作業（継続） 実施主体 てるはの森の会 

項目－行動計画－

実施事項 
5－2－② 連携先 宮崎県 

 

事業概要 

（目的） 
照葉樹林トレッキングコースとして、歩道の整備や看板の整備等をボランティア 
と行い、新たな散策ルートとして活用する。 

 
○実施日：12 月 6 日（木） １３：４５～１６：００ 
参加者：1 名（スタッフ 1名） 

   
9 月末、10 月初旬に立て続けに台風に見舞われた。通行止めとなった県道 26 号は、10 月 31 日

に川中にかけて開通された。その後、板木林道の状況を調査しに入山した。 
  板木林道に倒木が 2 カ所あり、普通自動車がやっと通行できる状態で、路面に落ち葉等堆積して

いるため、本年度中にボランティアを呼び掛けての整備は断念した。 
ヤマビル調査事業の中で、大口遊歩道（吊橋口）の入口台看板にヒル注意喚起看板を取り付けた。

展望の道入口へは歩道が復旧してから設置予定。 
 

       
 
                   倒木箇所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       大口遊歩道（吊橋口）の入口台看板  
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事業名 自然環境整備交付金（国定公園等整備事業） 
（新規） 実施主体 宮崎県 

項目-行動計画- 
実施項目 

 

５－２－③ 
 

連携先  

 

事業概要 
（目的） 

照葉樹林を生かした自然体験の場として魅力ある利用拠点を推進するため、

九州自然歩道内の危険箇所の改善や防護柵等の設置により、安全で快適な機

能を高める。 

 

１ ポケット式ロックネット工及び転落防止柵工の設置 
 
 綾の照葉樹林プロジェクト区域の九州自然歩道の中で、特に照葉大吊橋を中心とするエリアは、

豊かな照葉樹林を堪能できる場所として多くの観光客から親しまれている。 
大自然を身近に体験できる九州自然歩道に対して、利用者が安全で快適に散策できるよう、法面

や路体の崩壊部分、急傾斜箇所の安全対策等を行い、危険箇所を解消していく。 
 

 
◆平成３０年度実施内容 
 
（１） 施工場所  綾の照葉大吊橋 左岸側歩道 ２０４２林班 
 
（２） 実施内容  山腹工測量 L=80m  山腹工設計 N=1 式 
 
（３） 施工期間  平成 30 年 10 月 10 日～平成 31 年 1 月 11 日 

 
（４） 施工主体  宮崎県（中部農林振興局） 

 
（５） そ の 他  工事を次年度（H30 繰越）実施 

 
 

   
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
   歩道上に堆積した落石及び防護柵の破損         沢地形の法面 
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事業名 

環境学習事業 

照葉樹林ガイドボランティア事業補助（継続） 

 

実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画-

実施項目 
５－３－① 連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

大吊橋周辺遊歩道などで照葉樹林の貴重さや綾プロを普及させるため、照葉

樹林ガイドボランティア実践活動やプロジェクトの視察対応、広報活動を行う。 

① 照葉樹林ガイドボランティア実践活動 

代表的景勝地大吊り橋周辺遊歩道2㎞等をボランティアガイドの案内で散策する。                       

今年度は台風や悪天候に見舞われ、参加者が激減した。  参加者合計 5回 40名 

NO 日程 曜日 来訪者名（団体名・ツアー名等） 主催者所在地 参加者数 

１ 10 月 12 日 金 宮崎国際大学国際教養学部 清武町 12 

２ 1 月 12 日 土 個人客 北海道 2 

３ 1 月 26 日 土 MMS21 大分県佐伯市 4 

４ 2 月 17 日 日 落ち葉かきｲﾍﾞﾝﾄ(林業遺構案内) 宮崎市 20 

５ 3 月 12 日 火 株式会社コミカド 日向市 2 

    
合計 40 

② 照葉樹林ガイドボランティア研修 

NO 日程 曜日 ガイドスキルアップ研修 開催場所 参加者数 

1 3 月 17 日 日 野鳥観察のコツ講座＆安全講習 川中後藤家跡  13 

 

③ 遊歩道調査等 

NO 日程 曜日 内 容 開催場所 参加者数 

1 3 月 12 日 火 
綾プロ発足当時に設置された看板

の老朽化が進んだため、現状調査 
大吊橋遊歩道  1 

 

  ④ガイド者専用のスタッフバックの作成   ⑤どんぐり拾い 

 実施日：12 月 13 日（水）１０：００～１３：００ 
 参加者：7 名（会員 5名、スタッフ 2名）  
  川中自然公園 P から川中神社登り口イチョウ並
木間でドングリを拾い、今後の育苗試行に向けて 準
備をした。導入時に当会事務局からどのようなどんぐ
りを拾ったらいいのか、簡単な学習をした。 
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事業名 会員情報（継続） 実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画-

実施項目 
６－１－① 連携先 全 

 

事業概要 

（目的） 

  

官民協働プロジェクトを推進するため、市民参加の窓口としててるはの森の会会員

へ入会を募集するほか、賛同者の寄付による参加を募集する。 

 
○正会員数  ：Ｈ31.4.1現在 
  10名（内、理事5名） 
 
○賛助会員数：Ｈ31.4.1現在 

    個人サポート会員 87件  
    法人サポート会員  18件 
    団体サポート会員   8件 

 
○会費収入：494,4000円 

 
○寄付金収入：521,320円 

          
イベント等募金・ 

その他寄付 
508,697  

てるは大吊橋募金箱 12,623  

  
 

計 521,320  

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
【10周年寄付キャンペーン内訳】総額532,500円 
 ◎寄付額：1万円未満 
 ・会員 40名 90,000円 
 ・非会員31名 40,000円 
 
 ◎寄付額：1万円以上 
 ・会員 22名362,500円 
 ・非会員 4名 40,000円 
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事業名 普及啓発事業（継続） 
実施主

体 
てるはの森の会 

項目-行動計画

-実施項目 
６－１－③、④ 連携先 全 

 

事業概要 

（目的） 

ホームページの更新やニュースレターの発行、イベントでの展示ブース出展等の広

報活動を行なう。 

ホームページ上にて報告書を掲載。 
  
○広報誌「照葉樹林だより」の発行       
・平成 30 年 9 月 30 日発行             

研究「照葉樹林とアジアモンスーンとの関係」 
・平成 31 年 1 月 20 日発行   

研究「綾の照葉樹林 復元状況を視察して」  
    「保護林 綾森林生態系保護地域の拡充」 
 
○会報誌 表紙写真募集 

  会報誌の表紙写真を春夏秋冬 3 作品募集した。 
入賞者にわたる景品については理事の協力。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 

○てるはの森の会のホームページ    
 http://teruhanomori.com/ 
 

○てるはの森の会 facebook での情報発信 
 
○視察対応（計 2 回 11名） 
 
No 日程 曜日 視察者 所属 参加者数 

1 1/26.27 土日 大分県竹田市神原地区（エコパ） 同左 ４名 

2 1 月 28 日 月 上野登の足跡を求めて 明治大学 ７名 
 
○取材対応（計 2 回） 
 

Ｎｏ 日程 曜日 タイトル/取材者 媒体 

1 6 月   MRT 環境ラジオ（コマーシャル録音） ラジオ 

2 3 月 12 日 火 ぐるたび/㈱コミカド インターネット 

 
  

 

http://teruhanomori.com/�
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事業名 ホームページ等による情報発信（継続） 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
６－１－④ 連携先  

 

事業概要 

（目的） 
綾の照葉樹林プロジェクトでの取組について、局ホームページ等に掲載し広く

情報を発信する。 

 
○九州森林管理局のホームページに平成30年度までの各種取り組みについて掲載し、情報を発

信した。 
http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/aya/torikumi.html 
 
○九州森林管理局で発行している広報誌「広報九州」にも、各種会議、イベント等を掲載し、

情報発信した。 
http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/koho/koho_si/koho_kyusyu/index.html 
 
 

【九州森林管理局ＨＰ】        【九州森林管理局 広報誌 広報九州】 

http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/aya/torikumi.html�
http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/koho/koho_si/koho_kyusyu/index.html�
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事業名 （連携） 

事業説明会の開催（継続） 
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
６－１－⑥ 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的）  綾町町民等を対象に事業説明会を開催し、各機関での取組を説明する。 

 
綾町民を対象に毎年実施している綾プロの事業報告を、2 月 10 日に綾町公民館ホールで開か

れた「綾町公民館大会」に併せて実施した。 

当日は、多数の町民の方々が参加する中、九州局計画課の森林施業調整官が、保護林制度や平

成27年度の制度見直し内容、「てるは郷土の森」廃止に伴う「綾森林生態系保護地域」への統

合・拡充の経緯などについて、参加者に説明と報告を行った。 
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事業名 地域づくりワーキングの設置と運営 
事業補助（継続） 

実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画-実
施項目 ７－１－① 連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

地域づくりＷＧは、綾プロジェクトの推進体制や当プロジェクトを活用した地域振

興等に関する事項を検討し、住民参加を促すことを目的とする。 

本年度は地域づくり WGと町づくり協議会ワーキングの違いをどう打ち出していくかについて意見

交換することから始まった。森と里の人の循環をつくり町全体として盛り上げたい、ユエスコエコパ

ークとはネットワークづくり・町をひっぱっていく人材育成である、地域づく

り WGらしさは町内に限らず広く市民とネットワークをつくることにある、と

の考えのもと、以下の取組を進めた。 

①上畑自治公民館を中心とした大人の山学校の検討、②①を含めた森と里で

人が循環するような町の観光を盛り上げるための提案を綾町におこなう、③研

究フォーラムの復活、④ワーキングに新メンバーを入れる。 

また地域の自然や伝統文化をした環境教育や地域づくりを行っている 2つ

の団体を視察し活動を体験した。（大分県佐伯市：あまべ文化研究所、延岡市：

ひむか感動体験ワールド） 

ワーキング委員会実施スケジュール 

 日 程 委 員 会 の 内 容 参加人数 

1 Ｈ30.10月 31日(水) 

           19：00～21：00 

1．地域づくり WGの位置づけ再確認と今後の展開 

2．平成３０年度検討事項（案）  

8名 

2 Ｈ30.11月 28日(水) 

           19：00～21：00 

1．綾の大吊橋もりあげたい 

2．研究フォーラムについて 

11名 

ｵﾌﾞ 2 

３ Ｈ30.12月 17日(火)  19：00～21：00   1．町の観光をもりあげたいマップ作成 12名 

４ Ｈ31.1月 24日(木) 

    19：00～21：00 

1．提案！町の観光をもりあげたい 

2．2月 26，27日視察について  

10名 

 

５ Ｈ31.3月 8日(金)    

           19：00～21：00 

1．大人の山学校でやりたいことは？ 

2．町全体的に提案することの整理  

9名 

6 Ｈ31.3月 25日(月) 

    19：00～21：00 

1．大人の山学校でやりたいことは？ 

2．町全体的に提案することの整理  

10名 

 

 
その他事業実施スケジュール 
 日 程 事 業 内 容 参加人数 

1 Ｈ31.1月 26日（土） 視察受け入れ「祖母・傾・大崩ユネスコエコパークに登録された大分県

竹田市」より 4名 
3名 

ｶﾞｲﾄﾞ等 4名 

2 Ｈ31.2 月 26.27 日

(日) 

視察：１日目 大分県佐伯市戸穴 あまべ文化研究所 岩佐礼子 
２日目 延岡市北浦町 （N）ひむか感動体験ワールド 

6名 

地域づくりワーキンググループメンバー 
ワーキング委員 10名、綾町 1名、てるはの森の会 3名 

大人の山学校チラシ案 
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事業名 照葉大吊橋森の驛運営事業（継続）  実施主体 てるはの森の会・ 

項目-行動計画

-実施項目 
７－１－② 連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

照葉大吊橋食堂跡地において、「てるは森の驛」（1F：無料休憩所、照葉樹林に

関するビデオコーナーやパネル等を展示、2Ｆ：木のおもちゃで遊べる木育体験

コーナー、3F:飲食物を提供する軽食堂）を運営する。 

地域づくりワーキング内で森の驛の利用や吊橋の観光振興について意見交換をした。森の驛につ

いては綾町産の食材を使用する等の条件付で綾町内外を問わず指定管理者を募集してはどうかとい

う意見がでた。また、森の驛だけでなく照葉樹林文化館をふくめた大吊橋の全体的な振興策が必要で

はないかという意見があった。 

 

○3F: 飲食物を提供する軽食堂「てるは森の驛」   ○2F： 木育広場として活用 

   

  
                           

 

 

 

 

 

 

○1F：森の紹介ビデオコーナー 

 

※環境教育の拠点として、集合・導入・道具置き場にも利用している 
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事業名 綾町森林づくりビジョン策定（継続） 実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
７－２－① 連携先 

九州森林管理局 
宮崎県 

 

事業概要 

（目的）  平成 30 年 4 月に策定する綾森林整備計画策定と関連づけて策定を行う。 

 綾町森林・林業関係検討会（綾町、宮崎中央森林組合、中部農林振興局、宮崎森林管理署）

の中で検討を行っている。平成29年7月に原案が策定されているが、農林振興課からの起案まで

には至っていない。 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

                 ＜黒岩町有林＞ 
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事業名 
 

綾町森林・林業関係検討会の開催 

（継続） 
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
７－３－① 連携先 

綾町 
宮崎県 

 

事業概要 

（目的） 
綾町の森林・林業に関わる関係機関（綾町、宮崎中央森林組合、中部農林振興

局、宮崎森林管理署）により、綾町の森林・林業が綾 BR の推進にふさわしいも

のとなるよう具体の解決に向けた検討を実施。 

 

綾町森林・林業関係検討会 

 
１ 実施概要 

綾町の森林・林業の現状、問題、課題等についての意見交換等を行い、この結果を踏まえ、新た

な綾町森林整備計画の具体的実行に向けて、課題の現計画の見直しについて検討。 
 
２ 実施内容 

6月 8日 ・人事異動等に伴う構成メンバーの変更により、新たな森林整備計画のポイン

ト、これまでの論議内容について再確認、情報共有を行った上で、新たにスタ

ートした計画の実効性を高めるため、これからの取り組みの進め方、スケジュ

ールについて打合せを行った。 

 

8月27日 ・メンバーのスキルアップを図るため、管内の樹苗園、地域材を活用した大型

木造施設等を視察した。  

9月20日 ・計画実行段階での問題点等を各機関から意見集約し、意見交換及び課題整理

を行った。  

11月 2日 ・11月のフォレスター等活動推進会議での情報提供資料を作成した。 
 
11月15日 ・11月のフォレスター等活動推進会議での情報提供資料を作成した。 
 
11月27日 ・熊本市で開催された前述の会議で、綾町森林整備計画の策定から実行管理を

中心とした本検討会の取り組みについて幅広く紹介し情報提供を行った。 (情報提供) 

12月19日 ・綾町らしい林業活性化モデルの模索と提案に向けた、町有林、イオンの森外

での現地検討及び意見交換を実施した。  

2月26日 ・森林経営管理制度等の本格運用に伴う森林整備計画の変更について意見交換

を行った。また、個人林家等へ提案するモデル林のアイデア集約と意見交換を

行った。 
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事業名 ユネスコエコパークとの連携（継続） 実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
７－３－① 連携先 連携会議各機関 

事業概要 

（目的） 

 綾ユネスコエコパークと連携することで、綾プロの認知度を高め、活動を活

性化する。 

■綾ユネスコエコパーク推進の根幹となる協議会等の運営 

 平成30年7月 2日（月） 専門委員会 

   〃  8月29日（水） 地域連携協議会 

 平成31年3月13日（水） 生物多様性保全部会 

    〃   3月19日（火） 調査教育部会 

    〃  3月25日（月） 地域づくり部会 

 各種協議会等を上記のとおり開催した。平成30年度に供用開始した綾ユネスコエコパークセ 

 ンターの利用状況、各部会の活動報告、次年度の事業計画、ユネスコへの定期報告等につい 

 て協議した。 

  

 

 

            
 

 

 

      ＜綾BR専門委員会＞           ＜綾BR地域連携協議会＞ 

 

■綾ユネスコエコパークエリア（緩衝地域）拡張にむけた調査の実施および検討協議の推進 

 九州森林管理局と調整しながら検討を進めた。 

■綾ユネスコエコパークエリア内における生物多様性に関わる基礎調査の実施（移行地域） 

 12月27日～28日、広沢ダム下流（主に）左岸の調査を実施した。 

■綾ユネスコ エコパーク年間活動   平成30年度活動実績  222日、224件  

 綾ユネスコエコパークセンターのオープンにより、センターを利用した視察や小・中学校の 

 校外学習等が多くあった。（ ）内は綾プロに関係するもの。 

 1. 視察・外部対応                66件（55件） 

 2. 主催イベント・講座等の開催  21件（20件） 

 3. 他者主催講座等への参加        15件（10件） 

 4. 取材対応            10件（10件） 

 5. 調査・作業          14件（5件） 

 6. 会議・下見・打合せ等          98件（48件） 
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事業名 

綾ユネスコエコパーク専門委員会、地域連携

協議会への出席。綾町ユネスコエコパーク運

営会議における実施計画策定支援 

（継続） 

実施主体 NACS-J、綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
７－３－① 連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 
地域連携協議会、専門委員会へ出席し、国内外の情報を活用してよい方向に 

進むようアドバイスを行う。 

平成 30 年度に発表された綾ユネスコエコパークを紹介した講演会や研修を示す。 

１．2018年 8月 9日 JICA 研修 場所：NACS-J会議室  パプアニューギニア国 海域生物多様性

保全及び海域保護区管理、タイトル：日本自然保護協会の活動、海洋保全への取組、ユネスコエコ

パークに係る活動等 

２．2018 年 11月 12日 林野庁生物多様性保全研修 場所：森林技術総合研修所  タイトル：生

物多様性に関する NGO の観点 

３．2019年 2月 23 日 甲武信ユネスコエコパーク登録推進講演会 場所：歴史文化伝承館 埼玉県

秩父市 甲武信ユネスコエコパーク登録推進講演会、タイトル：ユネスコエコパークを活かした地

域の取り組み 

４．2019年2月6日 第42回MAB計画分科会 場所：文部科学省 タイトル：保全機能と社会発展 安

定的で持続可能な体制づくりに向けて 

５．2019年3月13日 森林セラピー研修会 場所：綾ユネスコエコパークセンター  タイトル：綾

ユネスコエコパークの概要～綾はなぜ登録されたのか？～ 
６．生物多様性世界最新レポート 2018 

生物多様性条約、生物多様性条約締約国会議 COP14 最新情報、ポスト 2020 
 
書籍 
朱宮丈晴・河野円樹・河野耕三・下村ゆかり（2019）現場からの報告2 綾町―従来型から循環型へ

の転換とその後の発展―,松田裕之・佐藤哲・湯本貴和（編）「ユネスコエコパーク―地域の実践が育

てる自然保護」p256-270,京都大学学術出版会． 
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事業名 持続的林業経営エリアにおける森林整備 

（継続） 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
８－１－① 連携先  

 

事業概要 

（目的） 
綾の照葉樹林プロジェクトの持続的林業経営エリアにおいて、水土保全機能を

高めるための保育間伐等を実施した。  

 
綾の照葉樹林プロジェクト持続的林業経営エリア作業内容 

 
○ エリア⑪  水土保全機能を高めるための保育間伐作業を実施 

 
 

間伐面積：４７．３３ha（２１０５れ外１０） 
 
 

間伐状況（柚園国有林２１０６林班） 
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事業名 
綾生物多様性地域戦略 

実践支援事業（継続） 
実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
８－２－② 連携先 NACS-J 

事業概要 

（目的） 

綾生物多様性地域戦略の内容を実際に実施していくための綾町内での活動を

委託する。 

 

■綾プロエリア内林床植生調査 

日本自然保護協会、林床調査ボランティアと連携し、綾プロエリア内で実施している林床植生の調査

を継続して実施。過去の調査結果との比較から、エリアにおける自然林の復元状況を把握する。 

 ○国有林 2045 よ林小班             

・日 時 平成 31 年 1 月 23 日（水）         

・参加者 8 名（ボランティア 4 名、町 2 名、てるはの森の会 1 名、日本自然保護協会 1 名）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■生物多様性地域戦略実施支援 

平成 26年度に策定した生物多様性地域戦略の内容を実践するにあたり、日本自然保護協会から助

言を受け、綾ユネスコエコパーク管理運営計画との整合性をはかる上で留意すべき点等についてと

りまとめた。 

 

■情報収集 

 国内外のユネスコエコパークや自然環境保全管理計画に関する情報を収集した。また、平成30年 

 度に行われた生物多様性条約締約国会議COP14の最新情報についても情報を収集した。 
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平成 30 年度 社会的活動について 

 

①綾の森に関する視察・研修・観光・学習・森づくり等対応数 

 

A：綾プロを主な目的として対応したもの 

   国 別    (件数) 

日本 アジア 中近東 ｵｾｱﾆｱ 欧州 ｱﾌﾘｶ 北米 中南米 

1 0 0 0 0 0 0 0 

 

B：綾ユネスコエコパークの一部として対応したもの 

   国 別    (件数) 

日本 アジア 中近東 ｵｾｱﾆｱ 欧州 ｱﾌﾘｶ 北米 中南米 

18 4 0 0 0 0 0 1 

 

②新聞・メディアでの露出数（ｷｰﾜｰﾄﾞ「綾プロ」、「BR」、「照葉樹林の保護復元」） 

  媒   体  (件数) 

新聞 雑誌/書籍 テレビ ラジオ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

9 4 1 2 0 

※新聞・雑誌/書籍は綾プロ報告書掲載分をカウント 

 

③論文、寄稿、講演、表彰の数  

  媒  体   (件数) 

論文（※1） 論文（※2） 論文（※3） 寄稿（※4） 講演 表彰 

4 0 0 3 17 0 

※論文・寄稿は綾プロ報告書掲載分をカウント 

（※1）綾プロ関係者が発行者または著作者であるもの（調査報告書、事業報告、冊子含む）   

（※2）綾プロ関係者以外が研究対象として綾プロの活動を取り上げ発行・著作したもの 

（※3）綾プロ関係者以外が研究対象として綾プロフィールドを取り上げ発行・著作したもの 

（※4）綾プロ関係者が他機関が発行・編集するものに依頼を受けて綾プロに関連することを執筆したもの 

 

④各者の年間支出（てるは人件費・事業費の合計、その他 4 者は事業費のみ）    

    （単位 千円）四捨五入 

九州森林管理局 宮崎県 綾町 日本自然保護協会 てるはの森の会 

4,501 1,452 2,857 800 6,678 
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平成 30年度 綾プロ関連新聞記事 

 

 

１．【綾エコパークセンター開所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎日日新聞 2018 年 4月 16 日 
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平成 30年度 綾プロ関連新聞記事 

 

 

 

２．【綾で伝統神楽復元】 

 

 

 宮崎日日新聞 2018 年 4月 25 日 
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平成 29年度 綾プロ関連新聞記事 

 

 

 

３．【町政の課題】 

 
 

 

 

 

宮崎日日新聞 2018 年 6月 9 日 
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平成 30年度 綾プロ関連新聞記事 

 

 

 

４．【綾の照葉樹林守り有機農業普及】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎日日新聞 2018 年 9月 22 日 

40



平成 29年度 綾プロ関連新聞記事 

 

 

 

５．【郷田前綾町長生誕 100年  綾の手法ユネスコ合致 / 自然保護のあり方学んだ】 

 

 

 

 

 

 

宮崎日日新聞 2018 年 9月 25 日 
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平成 30年度 綾プロ関連新聞記事 

 

 

 

 

 

６．【郷田前綾町長生誕 100年  地域の将来 住民描こう / 照葉樹林誇りに思って】 

 

 

 宮崎日日新聞 2018 年 9月 26 日 
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平成 29年度 綾プロ関連新聞記事 

 

 

 

７．【台風 24号 山腹崩落 県内 35カ所超】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎日日新聞 2018 年 10月 10 日 
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平成 30年度 綾プロ関連新聞記事 

 

 

 

８．【照葉大吊橋再開 県道復旧、1カ月ぶり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎日日新聞 2018 年 10月 29 日 
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平成 29年度 綾プロ関連新聞記事 

 

 

 

９．【照葉樹林の価値 利活用】 

 

 

 

 
宮崎日日新聞 2019 年 1月 13 日 
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発行者：綾川流域照葉樹林帯保護・復元計画 連携会議 

編 集：一般社団法人てるはの森の会 

お問い合わせ先： 
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